
※このリーフレットは、がん検診普及啓発のためすべての世帯のポストに直接配布するほか、
市の一部の施設でも配布します。また、小平市ホームページにも掲載します。

胃がん・大腸がん
健康センター

35歳以上
（集団）

なし

令和７年10月～12月の指定日
（市報参照） ８月20日号

令和７年
10月分：８月20日～８月31日
11月分：８月20日～９月30日
12月分：８月20日～10月31日

検（健）診の種類・場所 自己負担 受診期間 市報掲載号 申込期間※2対象者※1

胸部（肺がん・結核）
市内公共施設（市報参照） 40歳以上 なし 令和８年１月～２月の指定日

（市報参照） 11月20日号 令和７年11月20日～12月３日

大腸がん
指定医療機関（市HP参照）

35歳以上
（個別）

令和８年２月28日まで ５月20日号
（掲載済）

市への申込みは不要
（直接指定医療機関へ）

子宮頸がん
指定医療機関（市HP参照） 20歳以上 なし 令和８年２月28日まで 令和８年１月31日まで４月５日号

（掲載済）

乳がん
健康センター

40歳以上
（集団）

40歳以上
（個別）

　　　　　 ※3
1,000 円

令和７年11月下旬～令和８年１月の
指定日（市報参照）

９月20日号 令和７年９月20日～10月３日
乳がん
指定医療機関（市報参照） 令和８年２月28日まで

※１　治療歴等により市の検（健）診が受けられない場合があります。詳細については、市報・市ホームページをご参照ください。
※２　申込期間内でも定員になり次第募集を締め切ることがあります。
※３　生活保護受給者は受診時に生活保護受給証明書を医療機関に提出すれば自己負担はありません。
※４　乳がん・子宮頸がんセット検診の詳細は市報・市ホームページをご参照ください。
※５　乳がん検診・子宮頸がん検診は２年に１回の受診となります。

※4※5

※4※5

※4※5

発行：小平市

「１度受けたから大丈夫」と
思っていませんか
日本では、40年以上がんは死因のトップであり、
およそ４人に１人ががんで亡くなっています。
小平市でも年間474人が亡くなり、死因第１位
（23.6％）となっています。
早期発見のため、がん検診を定期的※に受診するこ
とが大切です。
※国の指針では、乳がん・子宮頸がん検診は２年に
１回、胃がん（バリウム検査）・肺がん・大腸がん
検診は毎年１回の受診とされています。

がん
23.6%
（474人）

脳血管疾患
5.8%

心疾患
15.5%

肺炎
3.9%

老衰
13.8%

その他
37.3% 死亡総数

2,010人 

がん検診のご案内
肺

23.9％

大腸
12.6％

胃
11.4％膵臓

9.0％

肝臓
6.9％

その他
36.2％

肺
14.2％

大腸
15.6％

胃
8.3％

膵臓
12.6％

乳房
9.7％

その他
39.5％

主な部位別がん死亡数

出典：小平市「令和６年版統計資料」
小平市主要死因別死亡者数

出典：厚生労働省「2023年人口
動態統計（確定数）」

令和７年度

定期的に受けて早期発見･早期治療
（がん検診は継続して受診することが大切です！）
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